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№ D-57 

【様式２】 

部門名： 
校内研修プログラム開発・実践部門 

エントリー名： 
福岡県立明善高等学校 荒木礼子  
平成３０年度 第２回副校長・教頭等研修 

活動名：教員の意識改革 ～教育課程の研究協議をとおして～ 

解決すべき課題： 
グローバル化や少子・高齢化が急速に進行するとともに、AIや IoTなどの技術革新による Society5.0時代

の到来に向けて社会や産業構造が大きく変わろうとする現在，将来の様々な変化に柔軟に対応し活躍できる
人材の育成が学校教育に求められている。 
 令和 4 年度から年次進行で実施となる「高等学校学習指導要領の改訂の経緯及び基本方針」を参考に、
本校で「どのような生徒に育てたいか」「どのような教育が必要か」「そのために、どのような教育目標が必要か」など
を、教員間で研究協議することを通して、学校改革に対する意識改革を図らせようとした。 
 予測困難な時代を迎える中、従来通りの考え方を見直させ，教員自身にいかに「当事者意識」を持たせるこ
とができるかが重要であると考え、教員の意識改革を課題として設定した。 
 
目標・方針： 
目標：新学習指導要領を理解し、新しい教育課程への意識向上を図り、全教員で取り組む「新しい学校

づくり」への意識改革に臨む。 
計画：新学習指導要領について、「総則」「国語」「地理歴史」「公民」「数学」「理科」「保健体育」「芸術

（書道）」「外国語」「情報」「総合的な探究の時間」「特別活動」の 12 教科について、事前にそれ
ぞれの教科等で研究・協議を行い、各教科から代表者が発表する。発表に使用するスライドを一枚
作成する。スライドは、「シンプル・クリア・ビジュアル・シェア」の方針で作成する。平成 31 年度から、先
行実施される「総合的な探究の時間」については、本校独自の「糸高志学」と関連づけて取り扱う。 

戦略：教員に「当事者意識」を持たせるため、11 名の発表者を立てる。また、新しい ICT 機器を使用し、
事前に発表者対象に ICT講習会を実施し、その中でリハーサルも行う。 

 
活動内容： 

１ 「何故このような研修を実施するのか」、「この研修をとおして何を学ぶのか」、まず、研修の目的及び目標に
ついての講義（30分） 

   Point：「当事者意識を持たせるための意識改革」「他教科も含めた新学習指導要領の理解」 
「ミドルﾘｰﾀﾞｰ及び若手教員の人材育成」「社会に開かれた教育課程を目指して」 

２ 新学習指導要領の「総則」発表のあと、「国語」「地理歴史」「公民」「数学」「理科」「保健体育」「芸術
（書道）」「外国語」「情報」「総合的な探究の時間」「特別活動」の順に１1 名の担当者から発表、その
後、質疑・応答（60分） 

３ 最後に「今、学校に求められていること」について、まとめの講義（20分） 

活動の成果：  
高等学校では、激動の社会を生き抜くための力や生徒一人一人が能動的に学ぶ姿勢を身に付けることが求

められており、生徒の能力を最大限に引き出す多様な学びの実現や、文理両方をバランスよく学ばせ、
Society5.0 をたくましく生きる人材の育成を図ることが重要である。このために、新しい教育課程を編成し、学
校改革を行わなければならない。すなわち、教員が変わらなければ、学校も変わらない。学校の発展が、地域の
発展につながる。そのため、教員の意識改革が最も重要であること。時代と社会は変わり、教育と学校も変わら
なければならないことについて共通認識が得られた。また、新しい ICT 機器の活用が、教員のスキルアップにつな
がった。  

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

〇 各教科・分掌で、事前に研究協議を実施してもらい発表スライドを作成 
〇 代表者 1名が研修で発表 
〇 時代背景を理解した上での学校改革の必要性及び意識改革 
〇 大きく変わる教育課程への不安の払拭 
〇 新しい ICT機器の体験 
〇 チーム学校としての意識改革 
〇 研修の必要性と面白さを実感 
 

活動内容２で使用したスライドの一部 

 

   
 

   
 

   
 

   

 


